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研究成果の概要 

本研究では、原始地球にありえた短いランダム配列の RNA集団 (原始 RNA集団) からどのように自己

複製体が創発し、進化しうるかを探究することで、生命の起源の理解を推し進める。このために、原始

RNA集団を継代実験によって長期的に反応させ、反応産物の配列組成がどのように変化していくかを調

査する。2024 年度は、(1) 次世代シーケンサーを用いた配列解析法を大幅に改良したところ、継代実

験において、特定の配列ファミリーではなく、配列集団レベルで塩基パターンが徐々に変化したことが

示唆された。塩基パターンの頻度はランダムに変化したわけではなく、直前の継代ラウンドとの相関を

保ちつつ変化しており、遺伝の特徴を示した。遺伝は自己複製システムの特徴の一つであることから、

自己複製する RNA 集団が存在している可能性がある。また (2) 新たに複数の継代実験を行ったとこ

ろ、部分的にランダムな配列の RNA を用いた場合は、多数の特定の新しい自己複製 RNA 候補 (集団全

体ではなく特定の配列) が見つかった。以上に加え、(3) 既存の自己複製 RNA を基に行った配列調査

からも新たな自己複製 RNA 候補が見つかった。現在は原始 RNA 集団に見られた遺伝のような現象を引

き起こす要因と一般性の調査、またこれまでに得られた様々な自己複製 RNA候補の調査、継代実験を模

擬したシミュレーションの開発などを進めている段階である。 
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